
令和４ （2022） 年度～令和７ （2025) 年度

第五次川越市国際化基本計画

川　越　市

【　概要版　】



 

計画策定の背景 ～川越市における外国籍市民の現状～ 

 

川越市には、令和３年３月末日現在

8,962人の外国籍市民が生活してい

ます。川越市総人口の約39人に１人

が外国籍市民という計算になります。 

平成31（2019）年４月に国内の労

働力不足を背景とした「出入国管理及

び難民認定法」の改正により、今後も

外国籍市民の増加が見込まれていま

す。 
 

総人口 353,456 人 

外国籍市民数 8,962 人 

外国籍市民の割合 2.5% 

令和３年３月末日現在 

 

国籍別では、中国、ベトナム、フィ

リピン、ネパール、韓国・朝鮮といっ

た東アジア及び南アジアを中心に 80

を超える国や地域と広範囲に及んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の概要 

計画の位置付け 

この計画は、「第四次川越市総合計画」を上位計画とし、関連する計画との整合

を図りながら、本市の国際化及び多文化共生施策について必要な施策を総合的

かつ計画的に推進するものです。 

計画の期間 令和４（2022）年度から令和７（2025）年度までの４年間 

基 本 理 念 すべての市民がかがやく多文化共生のまちづくり 

 

【本市の外国籍市民の国籍別比率】 

中国 2,590人

28.9%

ベトナム 2,016人

22.5%

フィリピン 880人 9.8%

ネパール 829人 9.3%

韓国・朝鮮 556人 6.2%

ブラジル 389人 4.3%

インドネシア 221人 2.5%

ペルー 147人 1.6%

タイ 144人 1.6%

スリランカ 120人 1.3%

米国 116人 1.3%

台湾 110人 1.2% その他 844人 9.4%

総数 8,962人

資料：川越市住民基本台帳（令和３年３月末日現在） 

【本市の外国籍市民数の推移】 

資料：川越市住民基本台帳（各年度末時点） 
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計画の体系と施策の内容 

 

基本目標 施策目標 主な事業 

１．外国籍市民への 

支援の充実 

（１）コミュニケーション支援 
⚫ 日本語教室の開催など 

（全 11 事業） 

（２）外国籍市民の生活支援 
⚫ 外国籍市民相談の開催など 

（全 14 事業） 

２．多文化共生意識

を持った市民の

育成 

（１）市民の人材育成 
⚫ 日本語ボランティアの育成など 

（全４事業） 

（２）市民の人材活用 
⚫ 日本語ボランティアの活用など 

（全４事業） 

（３）グローバル化に対応する教育の推進 
⚫ 英語指導助手の配置事業の充実な

ど         （全３事業） 

（４）NPO 等との協力・連携 
⚫ 国際交流・多文化共生に関係する

市民団体への支援など（全２事業） 

３．外国籍市民にも

暮らしやすいま

ちづくり 

（１）交流機会の充実 

⚫ 国際交流センターなどにおける外

国籍市民と日本人市民との交流機

会の充実など    （全２事業） 

（２）差別的言動の解消と多様性の尊重 
⚫ 不当な差別的言動の解消など 

（全２事業） 

（３）外国籍市民の要望や意見の聴取 
⚫ 外国籍市民会議の開催など 

（全２事業） 

（４）多文化共生推進体制の整備 
⚫ 多文化共生施策の推進を所管する

担当部署の設置検討 

（５）関係機関等との連携・協働体制の構築 

⚫ 外国人受入機関等地域の外国籍市

民に関わる組織などの把握及び連

携強化など     （全３事業） 

４．姉妹・友好都市

交流などの充実 

（１）姉妹・友好都市との交流事業の充実 
⚫ 中学生交流団などの相互派遣事業

の実施など     （全４事業） 

（２）地域の活性化につながる国際交流の推進 
⚫ オリンピックホストタウン関連事

業の推進など    （全３事業） 

  



 

計画の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●計画の進行管理 

PDCA（Plan:計画、Do:実行、Check:評価、Action:改善）サイクルにより計画の進行管理を行います。 

 

計画の指標 

 

基本目標 指標 単位 
実績値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和７年度） 

１ 日本語教室延べ参加者数 人 3,612  4,300 

1 
市内地区別（全 12 地区）において 

対面型日本語教室を運営する割合 
割合 2/12 5/12 

2 多文化共生の認知度 ％ 26.8  50 

3 川越市の住みやすさ ％ 52.4  60 

 

 

 

 

 

 

市民
役割：異文化への理解・尊重

自治会・町内会
役割：外国籍市民の受入れ

多文化共生の地域づくり

川越市
役割：具体的な施策の実施

各実施主体との情報共有・
連携・協働

民間事業者
役割：労働環境の確保、生活支援

医療・保健・福祉関係機関
役割：情報提供、受入体制の整備

学校（小中高）・大学
役割：適切な学習指導、生活支援

人材の育成

NPO・ボランティア団体
役割：行政等との協働による支援
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